
大万木山



　
ま
ち
の
美
し
い
景
色
や
後
世
へ
伝
え
た

い
情
景
、町
民
が
誇
る
ま
ち
の
風
景
写
真

を
募
集
す
る「
わ
が
町
は
美
し
く
」景
観

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。そ
の
中
か
ら
決
定

し
た
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「わが町は美しく」
景観フォトコンテスト

「わが町は美しく」
景観フォトコンテスト

飯南町の誇りづくり事業

コントラストが美しい。実りの秋、飯南
町の自然の豊かさを感じる一枚

田舎ののどかな風景とゆっ
たりとした時間の流れが、
癒しを与えてくれる一枚

【一般カメラの部】 最優秀賞
『瀬戸山城の米蔵』 安田 勲さん

【一般カメラの部】 優秀賞
『どこまで伸びるかな？』 石飛直武さん

【一般カメラの部】 優秀賞
『五月晴れの日に』 戸田寿美子さん

【一般カメラの部】 佳作
『アカシヤの木に花がきた』 

石飛静子さん

【一般カメラの部】 佳作
『バランスいいねぇ』 大谷善啓さん

【一般カメラの部】 佳作
『ふれあい』 塚原紀行さん

【携帯フォトの部】 最優秀賞
『山羊さんのお散歩』 石井洋子さん

【携帯フォトの部】 優秀賞
『飯南富士』 高田誠二さん

【携帯フォトの部】 優秀賞
『実りの秋』 小川広平さん

【携帯フォトの部】 佳作
『琴引山からの日の出』 櫻井正成さん

【携帯フォトの部】 佳作
『寝仏山ととんばらの冬』 服部恵子さん

入賞
作品 平成29年度

23



作品展示（第３回）

「安来のおじ」がゲスト出演（第１回）

吉岡長太郎記念室、作品展示（第４回）

飯南高校・赤来中学校
吹奏楽部(第５回）

作品展示（第８回）

作品展示（第８回）

作品展示（第３回）

大正琴教室ふきのとう（第９回）

清吟堂吟友会（第９回）

大正琴教室ふきのとう（第９回） 「安来のおじ」がゲスト出演（第１回）

清吟堂吟友会（第９回）吉岡長太郎記念室、作品展示（第４回）キュイジーヌ（第８回）キュイジーヌ（第８回）

活弁（第４回）

小野亮さん

活弁（第４回）

飯南高校・赤来中学校
吹奏楽部(第５回）

飯南町文化協会会長 石川隆さん飯南町文化協会会長 石川隆さん

作品展示（第８回）小野亮さん

作品展示（第８回）

45

飯南町文化協会設立10周年
第9回 飯南町文化祭

　
２
月
17
日（
土
）、赤
名
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、飯
南
町
文

化
協
会
設
立
10
周
年
記
念
事
業

（
第
9
回
飯
南
町
文
化
祭
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
町
文
化
協
会
の
設
立
は
、飯

南
町
が
誕
生
し
た
翌
年
の
平
成
18

年
11
月
23
日
。新
し
い
町
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
、新
た

な
気
持
ち
と
体
制
で
文
化
の
香
り

高
い
町
づ
く
り
を
と
い
う
願
い
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
頓
原
地
域
で
は
、文

化
協
会
を
中
心
に
、ふ
る
さ
と
ま
つ

り
で
の
展
示
や
舞
台
発
表
、国
道

54
号
地
下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開

設
、講
演
会
な
ど
、18
団
体
の
連
携

と
意
識
高
揚
を
図
り
、文
化
の
振

興
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、赤
来
地
域
で
は
、協
会
設

立
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、幅

広
い
分
野
の
文
化
サ
ー
ク
ル
で
活

動
を
展
開
し
、南
こ
う
せ
つ
さ
ん
を

二
度
招
く
な
ど
、独
自
の
企
画
や

運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

記
念
事
業
で
は
、頓
原
小
学
校

旧
校
舎
記
録
映
画「
最
後
の
卒
業

式
」が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
作

品
は
、現
在「
秘
密
結
社 

鷹
の
爪
」

で
有
名
な
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
こ
と

小
野
亮
さ
ん
が
、初
監
督
作
品
と

し
て
メ
ガ
ホ
ン
を
執
っ
た
貴
重
な

作
品
。旧
頓
原
町
文
化
協
会
に
所

属
し
て
い
た「
し
ま
ね
映
画
祭
頓

原
会
場
実
行
委
員
会
」が
、建
て
替

え
が
決
ま
っ
て
い
た
頓
原
小
学
校

の
記
録
映
画
の
制
作
を
依
頼
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
「
制
作
に
は
、子
ど
も
達
は
も
ち

ろ
ん
、先
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
巻
き
込
ん
で
、熱
い
思
い
を
持
っ

て
望
み
ま
し
た
。15
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、当
時
の
意
気
込
み
や
そ

の
熱
い
思
い
を
振
り
返
り
、伝
え
る

こ
と
で
、今
後
の
ま
ち
の
文
化
活
動

が
盛
り
上
が
れ
ば
と
思
い
上
映
し

ま
し
た
。今
度
は
頓
原
で
も
上
映

会
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
の
は
、飯
南
町
文
化
協

会
会
長
の
石
川
隆
さ
ん
で
す
。

　

文
化
協
会
は
、設
立
時
、参
加
グ

ル
ー
プ
37
団
体
３
５
５
人
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。当
時
か
ら
人
口

は
約
千
人
減
少
し
、文
化
協
会
も

24
団
体
１
７
５
人
と
、団
体
数
、人

数
と
も
に
減
少
。会
員
の
高
齢
化

も
課
題
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
で
も
」と
石
川
会
長
。「
団
体

数
、人
数
こ
そ
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、み
な
さ
ん
元
気
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、今
、飯
南
高

校
を
卒
業
し
た
若
者
た
ち
が『
ふ

る
さ
と
飯
南
町
に
地
域
貢
献
を
し

た
い
』と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

り
、子
育
て
な
ど
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
さ
れ
る
女
性
も
お
ら
れ

ま
す
。文
化
活
動
と
い
っ
て
も
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
な

ど
幅
広
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。今
後
は
、こ
う
い
っ
た
若
い
世

代
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
飯

南
町
の
文
化
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

■
文
化
協
会
会
員
の
申
込
み

教
育
委
員
会　

電
話
７
６
・
３
９
４
４

飯南町文化協会
設立10周年

第9回 飯南町文化祭

頓原小学校旧校舎記録映画

「最後の卒業式」（DVD）
●費用 500円（税込）
●問合せ 教育委員会、各公民館



大会への決意を誓う選手の皆さん

一人ひとりが将来の夢を話しました

霧生さん

梶川さん

小川さん

10年後にもまたみんなで写真を

さつき保育所の子ど
も達も消防車の見

学に

　

町
内
の
小
学
４
年
生
全
員
が
、一
つ
の

場
所
に
集
い
、将
来
の
夢
を
語
る
こ
と
を

通
し
て
、協
力
や
友
愛
、ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、「
二
十
歳
の

君
に
」と
題
し
た
、２
分
の
１
成
人
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、今
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
や
、将
来
の
夢
な
ど
を
書
き

記
し
た
、10
年
後
の
自
分
自
身
に
宛
て
た

手
紙
を
発
表
。そ
れ
を
聞
い
た
子
ど
も
達

か
ら
は
、「
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」「
私
も

も
っ
と
大
き
な
夢
を
持
ち
た
い
」な
ど
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

10
年
後
の
私
へ

二
十
歳
の
君
に「
２
分
の
１
成
人
式
」

ス
キ
ー
競
技

国
民
体
育
大
会
へ
出
場

　

２
月
25
日（
日
）〜
28
日（
水
）に
開
催

さ
れ
た
、第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会（
新
潟
県
）に
、今
年

も
多
く
の
選
手
・
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
出

場
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン

　

和
久
利 

佳
生（
監
督
）

　

澤
田 

拓
也

　

小
玉 

千
陽

　

奥
野 

憲
孝（
コ
ー
チ
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

福
間 

壮
一
郎

　

加
藤 

郁
海

　

河
野 

一
希

　

福
間 

青
空

2/16
金

災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

防
災
サ
ロ
ン

　

志
々
地
区
自
主
防
災
組
織
が
主
催
す

る「
防
災
サ
ロ
ン
」が
、さ
つ
き
会
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、か
ま
ど
に
よ
る
炊
き
出
し

や
非
常
食
の
試
食
、簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の

防
災
用
品
の
展
示
の
ほ
か
、雲
南
消
防
署

か
ら
講
師
を
招
き
、火
災
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、夜
間
に
は
、消
防
団

研
修
と
し
て
、昨
年
消
防
庁
か
ら
貸
与
を

受
け
た
消
防
車
輌
の
操
作
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

志
々
地
区
で
は
、十
年
前
に
火
災
報
知

器
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、以
降

十
年
が
経
過
し
、火
災
報
知
器
の
使
用
期

限
を
迎
え
、参
加
者
か
ら
は「
更
新
が
必

要
だ
と
知
り
、自
分
の
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
も
確
認
し
な
く
て
は
」な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

3/7
水

霧
生
友
孝
さ
ん（
大
し
め
な
わ
創
作
館
）

　

町
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
無
事
、任
期

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

職
場
で
は
、町
の
伝
統
技
術「
日
本
一
の

大
し
め
縄
」づ
く
り
を
一
か
ら
丁
寧
に
ご

指
導
い
た
だ
き
、今
で
は
し
め
縄
づ
く
り

の
体
験
指
導
や
飾
り

縄
づ
く
り
な
ど
を
任

せ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
創
作
館
で

の
勤
務
と
な
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

小
川
広
平
さ
ん（
学
習
支
援
館
）

　

学
習
支
援
館
で
は
、運
営
事
務
を
中
心

に
、特
別
講
座
の
企
画
や
学
習
指
導
を
行

い
ま
し
た
。

　

居
住
地
で
あ
る
志
津
見
地
区
で
は
、は

や
し
こ
、釣
り
堀
や
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝

い
、畑
や
海
釣
り
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。

猟
友
会
で
も
お
世

話
に
な
り
、自
然
の

恵
み
を
い
た
だ
く

充
実
し
た
３
年
間

で
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
て
今
が
あ
り
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。引
き

続
き
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

梶
川
光
夫
さ
ん（
飯
南
高
校
）

　

私
は「
子
育
て
を
田
舎
で
し
た
い
！
」と

思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、飯
南
町
へ
移

住
し
ま
し
た
。そ
し
て
、子
ど
も
が
生
ま

れ
、こ
の
３
年
間
は
ま
さ
に
！「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
３
年
間
」で
し
た
。

　

業
務
で
は「
高
校
の
魅
力
化
」に
関
わ

り
ま
し
た
。飯
南
高
校
の
生

徒
た
ち
は
町
の
宝
で
す
！

　

今
後
も
、地
域
の
創
り
手

育
成
に
関
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

月
末
に
任
期
満
了
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
か
ら

３

　

国
保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
、平
成

30
年
度
か
ら
国
保
の
運
営
に
島
根
県
が

加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。県
が
財
政

運
営
で
の
責
任
主
体
に
な
り
、国
保
運
営

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

 

町
は
、引
き
続
き
国
保
加
入
者
の
各
種

申
請
や
届
出
、保
険
料
の
徴
収
な
ど
を
行

い
ま
す
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
な
ど
は
、平
成
30

年
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。７
月

中
に
ご
自
宅
に
送
付
し
ま
す
。

成
30
年
度
か
ら

国
保
の
運
営
に
県
が
加
わ
り
ま
す

平
国保制度
の運営

飯南町 飯南町

島根県
（運営主体）

飯南町

島根県

国保の
財政管理

保険料の決め方
転居時の資格管理

（国保への加入・脱退等）

飯南町の国保加入
者のその年にかか
る医療費を推計し、
それをもとに保険
料を算出。国保加入
者から保険料を集
めます。

他の市区町村に転
居する度に、国保を
脱退し、転居先で改
めて加入します。
（国保の資格が継続
しない）

他の市区町村に転
居した場合、該当回
数の引き継ぎはで
きません。

島根県の国保加入
者のその年にかか
る医療費を推計し、
市町村ごとに必要
な金額（納付金）を
提示。町は、この納
付金を納めるため
国保加入者から保
険料を集めます。

島根県内での転居の
場合、国保への加入が
継続します。（国保の資
格が継続する）
※他の都道府県へ転居し
た場合は該当しません。
※県内転居は転居先の市
区町村が被保険者証を改
めて交付します。

島根県内での転居
の場合、条件を満た
すと、該当回数の引
き継ぎができます。
※他の都道府県へ転
居した場合は該当し
ません。

転居時の高額療養
費の多数回該当に
関する該当回数の
引き継ぎ

変更内容

平成30年3月まで

平成30年4月から

■問合せ　保健福祉課　電話72・1770

ひと＊いきいき
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新たな気づきが生まれる意見交換

105
100
95
90
85
80
75

月
16
日（
木
）

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会

開
催
決
定

8
　

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
夏
休
み
の
恒

例
行
事「
ラ
ジ
オ
体
操
」。朝
６
時
半
、ね

む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、神
社
の
境
内

な
ど
に
集
ま
っ
て
、ラ
ジ
オ
の
音
を
聞
き

な
が
ら
体
操
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

あ
の
朝
の「
ラ
ジ
オ
体
操
」が
、今
夏
、

８
月
16
日（
木
）に「
飯
南
町
で
」開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

　

い
つ
も
は
、ラ
ジ
オ
か
ら
聞
い
て
い
た

ピ
ア
ノ
の
伴
奏
。今
度
は
、生
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
や
声
で
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お

盆
の
期
間
中
で
す
の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
16
日（
木
）

会
場

頓
原
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
当
日
は
朝
６
時
開
会
、あ
い
さ
つ
や
ラ

ジ
オ
体
操
の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
の
後
、６

時
30
分
か
ら
参
加
者
全
員
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
体
操
の
模
様
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

第
一
放
送
で
、全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま

す
。

南
町
職
員
の
給
与

な
ど
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

飯
　

町
職
員
の
給
与
は
、民
間
給
与
の
調
査

に
基
づ
く
人
事
院
や
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
と
、他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡

を
考
慮
し
な
が
ら
、町
議
会
の
議
決
を
経

て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
職
員
の
給
与
等
を
、次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

区　分

28年度 5,029人 80億9,335万円 8億6,944万円 10.7％ 10.0％8,060万円

住民基本台帳人口
H28年度末

人件費
（Ｂ）

歳出額
（Ａ）

人件費比率
（Ｂ／Ａ）

（参考）27年度
人件費比率実質収支

１ 人件費の状況 ［普通会計決算］

28年度

職員数
（A）

93人 5,637万円 1億1,924万円 5億290万円

一人当たり給与費
（B／A）

541万円3億2,729万円

職員手当 期末・勤勉手当 計 （B）給　料

給　与　費

※特別会計（簡易水道事業会計、国民健康保険事業会計、下水道事業会計、病院事業会計等）を除いたもの。
　職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で、退職手当負担金は含まない。

※ラスパイレス指数とは、国家公務
員基準を100とした場合の地方公
務員の給与水準を示す指数です。

３ ラスパイレス指数の状況 17年度 28年度

96.2
98.5

94.3
98.397.698.2

飯南町 島根県町村平均 島根県市町村平均

一般行政職

技能労務職

316,796円

349,003円

41.4

55.4

職　種 平均給料月額 平均年齢

４ 職員の平均給料月額および
　 平均年齢の状況 平成29年4月1日現在 区　　　分

一般行政職

技能労務職

国飯南町

大学卒

高校卒

高校卒

180,203円

147,923円

145,309円

179,200円

147,100円

５ 職員の初任給の状況 平成29年4月1日現在

区　分

  6月期

12月期

計

［1］期末・勤勉手当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
1.1月

1.3月

2.4月

0.775月

0.875月

1.65月

1.225月

1.375月

2.6月

0.8月

0.8月

1.6月

飯南町 国

職制上の段階など
による加算措置

役職加算5～20％
管理職加算10～25％役職加算5～10％

配偶者

その他の扶養親族
16～22才の子1人について加算する額

配偶者がいない職員の場合の
扶養親族のうち

［2］扶養手当
飯南町内　　　　容 国
10,000円

6,500円
5,000円

10,000円1人（子）
9,000円1人（子以外）
8,000円子

同左

〃

〃
〃

６ 職員手当の状況 平成29年4月1日現在

貸家居住者

［3］ 住居手当
飯　南　町区　分

同左月額12,000円を超える家賃を支払って
いる者に対して27,000円を限度に支給 勤続20年

勤続25年
勤続35年
最高限度額

［5］退職手当
飯南町 国

区　分
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
20.445月
29.145月
41.325月
49.59月

25.55625月
34.5825月
49.59月
49.59月

20.445月
29.145月
41.325月
49.59月

25.55625月
34.5825月
49.59月
49.59月自家用車

等利用者

金　　　額

国

内　　　　容
2km以上通勤する職員に
支給、最大25kmまで 2,000円～25,000円

区　　分 区　　分 期末手当支給月数給料月額等
町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
委員長
議　員

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
委員長
議　員

給　　料

報　　酬

730,000円
620,000円
560,000円
298,000円
246,000円
215,000円
205,000円

平成29年度支給割合
　6月期　1.35月
　12月期　1.7月
　計3.05月

期末手当

７ 特別職等の報酬等の状況 平成29年4月1日現在

区　分

一般行政
部　　門

福祉関係

職員数（人）
平成29年

1
33
3
8
4
6
55
20
7
27

平成28年
1
33
4
9
4
6
57
21
6
27

△1
△1

△2
△1
1

対前年
増減数（人）部　門

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
民　　生
衛　　生
小　　計

８ 部門別職員数の状況 平成29年4月1日現在
区　分

特別行政

職員数（人）
平成29年

8
8
50
2
1
4
57

平成28年
9
9
48
2
1
4
55

△1
△1
2

2

147
【169】

△1148
【169】

対前年
増減数（人）

公営企業等
会計部門

合　　　計

部　門

教　育
小　計
病　院
水　道
下水道
その他
小　計

※人件費には、一般職と特別職（町長、副町長、教育長、町議会議員、嘱託職員、各種審議会の委員等）に支給される給料、報酬等を含む。
　実質収支とは、歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額。

※職員数は一般職に属する職員数。  【　】内は、条例定数の合計。

２ 職員給与費の状況 ［普通会計決算］

［4］通勤手当

区　分

　

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、「
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
タ
ネ
さ
が
し
〜
笑
顔

の
リ
レ
ー
を
10
年
後
に
つ
な
げ
る
た
め
に

〜
」を
テ
ー
マ
に
、ま
ち
づ
く
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の（
一
財
）地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
小
嶋
敦
夫
さ
ん
は
、「
地
域
づ
く

り
は
お
風
呂
に
入
る
こ
と
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。最
初
は
面
倒
で
も
、ど
っ
ぷ
り
つ
か

る
と
心
地
よ
い
。『
や
め
て
お
け
ば
…
』と

思
う
こ
と
は
な
い
。大
人
が
本
気
で
楽
し

む
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
最
高
の
次
世
代

育
成
」と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

※
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
＝
ま
ち
に
愛
着
と

誇
り
を
抱
き
、主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
。単
な
る
郷
土
愛
で
は
な

い
。

ち
づ
く
り

講
演
会

ま
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金
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まずは知ること、
そして実践

イベントカレンダーは、各道の駅情報
コーナーで入手できます。

*1 等検境展望台からは
　 大万木山の山容が
　 間近に迫ります。

*2 夏休みのおすすめ！
　 丸太の動物作り

家の前には雪の山が…

高齢者宅の前を除雪
多くの地域の
皆さんが参加

●飯南病院   電話72・0221　●来島診療所   電話76・2309　●保健福祉センター   電話72・1770

保健福祉
センター

飯南
病院

あ
な
た
は
い
つ

禁
煙
始
め
ま
す
か
？

●中山間地域研究センター
　電話 0854・76・2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

元気な100歳をめざす！
糖尿病教室
　飯南町では、飯南病院と役場保
健福祉課が連携して、「糖尿病療
養支援チーム」を作り、糖尿病の予
防、重症化予防を目的に、年1回
「糖尿病教室」を開催しています。
　今年度は2月22日（木）開催し、
20名の参加がありました。教室は、
飯南病院永澤副院長の「糖尿病ワ
ンポイントレッスン」、三上副院長
の「歯周病について」の講演に続
いて、安心サポートセンターの嘉
田理学療法士の「長生き体操」と

盛りだくさん。
　永澤医師は、「症状が出る前の
早期発見が大切。早く治療を受け、
よりよい血糖を維持することが、健
康長寿のために必要」と参加者に
伝え、そのポイントの一つとして、
「血糖を維持できる食べ方のヒン
ト」を説明しました。
血糖を維持できる食べ方のヒント
①ゆっくりよくかむ
②食べる順番　副菜→主菜→主食
③３食きちんと食べる

④食後の運動

　糖尿病は、合併症などで生活の
質が落ちたり、健康寿命を短くした
りする、治りにくいイメージのある
生活習慣病ですが、きちんと治療で
きる病気で、治療すれば寿命も延
びる可能性があります。まず、なら
ないように、そしてなっても、悪いま
ま放っておかないように、これから
も正しい知識を知っていただける
場を作っていきたいと思います。

保健 福祉介護医療

コラ康健

　

喫
煙
者
本
人
の
喫
煙
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
人
の
数
は
、日
本
で
年

間
12
〜
13
万
人（
健
康
日
本
21（
第
二
次
）

の
推
進
に
関
す
る
参
考
資
料
）、世
界
で

は
年
間
5
0
0
万
人
以
上
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
に
は
、煙

が
直
接
触
れ
る
口
や
喉
、肺
以
外
に

も
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
研
究
な
ど
で
、が
ん
・
循
環

器
・
呼
吸
器
・
妊
娠
な
ど
、広
範
囲
の

健
康
影
響
が
喫
煙
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、喫
煙
者
が
吸
っ
て
い
る
煙

だ
け
で
は
な
く
、タ
バ
コ
か
ら
立
ち

昇
る
煙
や
喫
煙
者
が
吐
き
出
す
煙

に
も
、ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
は
も
ち

ろ
ん
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。本
人
は
喫
煙
し
な
く
て

も
身
の
回
り
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
言

い
ま
す
。国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
研

究
に
よ
る
と
、受
動
喫
煙
に
よ
る
肺

が
ん
と
虚
血
性
心
疾
患
に
よ
っ
て
、

年
間
６
８
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
に
よ
っ
て
、肺
が
ん
に
か
か

る
可
能
性
が
低
下
す
る
の
は
禁
煙

後
５
年
以
降
と
少
し
時
間
が
か
か

り
ま
す
。し
か
し
、何
歳
で
あ
っ
て

も
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。誰
も
が
、健
康
で
長
生
き

し
た
い
も
の
。あ
な
た
は
、い
つ
か

ら
禁
煙
を
始
め
ま
す
か
？

禁
煙
す
る
と

こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す

８
時
間
後

　

血
液
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
が
正

常
に
戻
る
。（
体
内
の
酸
素
濃
度
が
上
が
る
）

24
時
間
後

　

心
臓
発
作
の
可
能
性
が
低
く
な

る
。嗅
覚
や
味
覚
が
回
復
し
始
め
、

食
事
が
お
い
し
く
な
る
。

２
週
間
〜
３
カ
月
後

　

心
臓
や
血
管
な
ど
、循
環
機
能
が

改
善
す
る
。

１
〜
９
カ
月
後

　

せ
き
や
喘
息
が
改
善
、ス
タ
ミ
ナ

が
戻
る
。

１
年
後

　

肺
の
機
能
が
改
善
す
る
。

５
〜
９
年
後

　

肺
が
ん
の
可
能
性
が
下
が
る
。

10
〜
15
年
後

　

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
る
可

能
性
が
、非
喫
煙
者
と
同
等
に
な
る
。

　赤名自治振興協議会が、高齢者世
帯等の玄関先などを除雪する「スノー
ヘルパー」（ボランティア）を発足させま
した。
　昨年から、協議会開催の度に、地域
の困りごとについて話し合いが行わ
れてきましたが、まず、「赤名連担地の
高齢者世帯の除雪対策が急務だ」と
の意見が出ました。
　実施にあたり、多くの課題が挙げら
れましたが、地域のボランティアでス
タートすることになりました。今年に
入ってから、1月21日・28日、2月4日・18
日と4回実施。ボランティアの参加者
は約20名と、多くの皆さんが参加され
ています。
　今回は、「高齢者世帯の除雪」とい
う問題に取り組まれましたが、地域に
は課題が山積みです。求められる支

援の内容も多岐に渡ります。多くの課
題を地域の皆さんと共有し、小さな拠
点「助け合いの輪づくり」のお手伝い
をさせていただきたいと思います。
（赤名地区集落支援員 金藤正道）

住みよいまちへ

集落支援員
町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

県民の森へ行こう！

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　平成30年度の「ふれあい講座イベント
カレンダー」ができあがりました。
　今年も縦走コースを中心とした季節
の山歩きのほか、ご家族で楽しめる自然
体験・木工体験を企画しています。ぜひ
皆さんでお出かけください。

※図書室開館日変更のお知らせ
　平成30年度は年末年始に加え、土曜日
と祝日も閉館します。なお、日曜日は今ま
でどおり開館します。

「小さな拠点づくり」
助け合いの輪が広がる「スノーヘルパー」発足

～赤名地区～

ふれあい講座申込み
島根県立ふるさと森林公園学習展示館
電話  0852･66･3586（4月2日より受付）

平成30年度ふれあい講座（4月～8月）

4月21日㈯ 早春の県民の森～琴引山縦走
〈体力★★★ ひざ★★★ 眺め★★★ ブナ★★★〉

5月6日㈰ 新緑のブナ林とイワカガミ満開！
県民の森指谷山縦走
〈体力★★★★ ひざ★★★ 眺め★ ブナ★★★★〉

5月12日㈯ 大万木山サンカヨウ観察と草峠縦走
〈体力★★★ ひざ★★ 眺め★★ ブナ★★★★〉

5月20日㈰ 新緑の森の散策、野草の天ぷらと竹筒で炊く
筍ご飯、米粉ケーキとクロモジ茶を楽しむ

5月26日㈯ 眺望爽快！若葉の等検境縦走＊1
〈体力★★ ひざ★ 眺め★★★ ブナ★★〉

7月21日㈯ 黒板を作ろう！ 

8月19日㈰ 間伐材の丸太で動物を作る！＊2  

黒板消しは
好きな形に

11 10

まち のお も ち ゃ 箱

ま ち のお も ち ゃ 箱



飯南町無料職業紹介所   電話76・2864
（役場地域振興課内）
飯南町無料職業紹介所   電話76・2864
（役場地域振興課内）

求 人
情 報

Ｕターン希望者・求職者・事業者のみなさまへ
　直近１カ月に登録された、フルタイム求
人の一部を紹介します。
　パートタイムの求人情報や詳しい内容を
知りたい方、このほかの情報もご覧になりた
い方は、お問い合わせください。
　求人情報の閲覧のみも可能です。

株式会社 ニチフレ島根　73・0131
正社員1人

株式会社 飯南トータルサポート　76・9070
衣掛のフロント業務　
レストラン・宴会対応業務 
普通自動車運転免許・サービス業経験者大歓迎

正社員1人

レストラン調理人 
調理師資格・調理経験 正社員1人

株式会社 ニチフレ島根　73・0131
正社員1人

飯石森林組合　0854・62・1520
山林作業員（ザ・モリト） 
50歳以下・普通自動車運転免許 正社員6人

舞茸センターのきのこ生産作業員 
普通自動車運転免許（AT限定不可） 正社員1人

株式会社 ニチフレ島根　73・0131オージェイケイ 株式会社 島根工場　76・3711
一般事務 
35歳以下・パソコン基本操作 正社員1人

社会福祉法人友愛会　72・0214
施設利用者の介護 
経験者・介護福祉士等有資格者は賃金面優遇 正社員3人

看護業務 
看護師または准看護師 経験者は賃金面優遇 正社員2人

機能訓練 
理学療法士 正社員1人

給食調理 
経験者・調理師有資格者は賃金面優遇 正社員1人

作業療法士 
大学・専修学校卒 作業療法士資格 正社員1人

飯南町立 飯南病院　72・0730

看護助手 
未経験者歓迎・パソコン操作 正社員以外

看護師 
看護師免許 正社員以外

1人

2人
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飯
南
町
ヤ
マ
ト
イ
モ
生
産
組
合

生
産
者
を
募
集
中

　

飯
南
町
ヤ
マ
ト
イ
モ
生
産
組
合
で
は
、

生
産
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。飯
南
町
で

栽
培
さ
れ
る
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
、独
特
の
ね

ば
り
や
風
味
が
評
価
さ
れ
、都
市
部
や
加

工
業
者
か
ら
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

特
産
品
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
を
一
緒
に
栽
培

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
作
付
け
は
４
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

■
問
合
せ

ヤ
マ
ト
イ
モ
生
産
組
合
事
務
局　

電
話
７
６
・
２
８
７
１

「
農
業
者
年
金
」加
入
者
募
集

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
の
老
後
の
生

活
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た
、農
業
者

だ
け
が
加
入
で
き
る
、積
立
方
式
の「
農

業
者
の
た
め
の
年
金
」で
す
。

加
入
要
件

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

・
60
歳
未
満
の
人

　

農
業
経
営
者
を
は
じ
め
、自
分
名
義
の

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や
、配

偶
者
、後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

農
業
委
員
会　

電
話
７
６
・
２
２
１
４

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
農
業
専
門
紙

全
国
農
業
新
聞

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料　

月
７
０
０
円（
税
・
送
料
込
）

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

電
話
７
６
・
2
2
1
4

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

の
呼
び
名
を「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」

に
決
定

　

以
前
か
ら
、一
般
の
タ
ク
シ
ー
と
間
違

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、ま
た
、デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
な
ど
表
現
も
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、定
着
し
つ
つ
あ
る「
デ
マ
ン

ド
」と
い
う
言
葉
と
、タ
ク
シ
ー
の
便
利

さ
を
兼
ね
備
え
た「
バ
ス
」を
イ
メ
ー
ジ

し
、呼
称
を「
飯
南
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」に

決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご

利
用
と
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
３

年
金
の
各
種
届
出
・
申
請
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
簡
単
に

　

こ
れ
ま
で
基
礎
年
金
番
号
で
行
っ
て
い

た
、年
金
請
求
や
各
種
変
更
の
手
続
き

が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
て
手
続
き
を

行
っ
た
場
合
は
、住
所
変
更
届
、氏
名
変

更
届
の
提
出
が
原
則
不
要
で
す
。

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
３

1日（日）
2日（月）
8日（日）
10日（火）
15日（日）
29日（日）

3日（木）～5日（土）
16日（水）
19日（土）
20日（日）
27日（日）

9日（土）
10日（日）
17日（日）
23日（土）

1日（日）
15日（日）
22日（日）
29日（日）
29日（日）
下旬

上旬
12日（日）
15日（水）
15日（水）
16日（木）
25日（土）
26日（日）

30日（木）～9月1日（土）

やまめの釣堀オープン（志津見）
各保育所入所式
空き缶等散在性ごみ収集活動
小中高入学式
春のウォーキング大会（頓原公）
自然と遊ぼう！山菜採集+α（谷公）

R184（いやし）街道　新緑祭（志津見）
町小学校陸上大会
田植え体験＆交流イベント（志津見）
ぼたんまつり
きじまさんぽ（来島公）

泥おとし神楽共演大会
ポピー祭
消防団員部隊訓練
いちりナイトウォークラリー（志々公）

半夏まつり
雲南地区消防団操法大会（予定）
飯南ヒルクライム
県消防操法大会（雲南市）
やまめのつかみ取り大会（谷公）
小学5年生伊丹体験ツアー（伊丹市）

青少年交流ツアー（大村市）
頓原探険隊フェス
成人式
赤名・谷地区盆踊り大会
夏期巡回ラジオ体操
志々公民館まつり
赤名・来島・谷地区町民体育大会
飯南高校鵬雲祭

4月

5月

6月

7月

8月

8日（土）
15日（土）
15日（土）
16日（日）
22日（土）
23日（日）
23日（日）
23日（日）

6日（土）
7日（日）
8日（月）
13日（土）
14日（日）
21日（日）
28日（日）

上旬
3日（土）

3日（土）～4日（日）
4日（日）
10日（土）
17日（土）
17日（土）
18日（日）
24日（土）

上旬～中旬

1日（火）
6日（日）
12日（土）
13日（日）
26日（土）

中旬

1日（金）
9日（土）
15日（金）

下旬

各中学校体育祭
来島小学校運動会
稲刈り体験＆交流イベント（志津見）
赤名小学校運動会
頓原小学校運動会
志々地区合同体育大会
琴引山ちりけ封じ登山、神迎え神事
道の駅グルメライドin中国山地

い～にゃん健康まつり
銀山街道ウォーキング
町民ハイキング（頓原公）
全国相撲甚句大会
コスモス祭
頓原公民館まつり
来島地区文化祭

ふれあい神楽交流大会
赤来中学校カルチャーフェスタ
R184（いやし）街道　紅葉祭（志津見）
頓原中学校文化祭
家庭の味まつり（志々公）
志々小まつり
来島小学校学習発表会
赤名小学校学習発表会
頓原小学校学習発表会

各保育所お楽しみ会

元旦マラソン（頓原・志々）
とんど＆雪まつり（谷）
とろへい行事（奥畑）
消防出初式
みんなで灯そうスノーキャンドル

町スキー大会

飯南高校卒業式
各中学校卒業式
各小学校卒業式
各保育所育了式

9月

10月

11月

12月
1月

2月
3月

平成30年度 

主な年間行事の紹介
日程は変更することがあります。あらかじめ広報行事予定、
文字放送、町ホームページなどでお確かめください。

この表の農作業賃金・作業料金は目安の金額です。作業条件等により双方協議し
て決定してください。（農作業賃金は消費税の対象外、作業料金は消費税込み）
■問合せ　農業委員会　電話76・2214

農 作 業 賃 金

育 苗 料 金

耕うん作業料金

田植え作業料金

防除作業料金

刈取作業料金

乾燥・籾摺料金

一般作業

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ賃金

粗起し
粗　代
植　代
施肥付き
施肥なし
 

コンバイン

700～1,000円/時間

1,200円/時間

830円/箱

7,300円/10a
3,300円/10a
4,300円/10a
8,000円/10a
7,500円/10a
2,400円/10a

20,000円/10a

1,000～1,300円/30kg

軽作業～一般農作業・畦畔作
業は2割増（機械代含む）
増減は当事者間協議のうえ決
定
種子代を含む・箱処理代、運
搬費は含まない・エコ苗は14
円/箱加算を基準とする・自家
苗生産者に温湯消毒をする場
合は108円/kgを基準とする

肥料は委託者持ち

農薬は委託者持ち
紐は委託者持ち・受託者が周
辺刈り・結束は5,000円増し・
湿田、倒伏は加算あり（受委託
者間で協議）・籾運搬費は別
途計算
石抜き機、色彩選別含む

区　　分 細区分 金額（円） 備　　考

平成30年度
農作業標準賃金・作業標準料金



森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局森

林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

　

１
月
22
日（
月
）、森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド

を
対
象
に「
救
命
救
急
講
座
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
参
加
さ
れ
る
お
客
さ
ま

に
、安
全
に
安
心
し
て
森
を
散
策
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、ガ
イ
ド
の
救
命
救
急
の
ス
キ

ル
・
知
識
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
の
救
急
救

命
士
を
講
師
に
招
き
、ハ
チ
や
ヘ
ビ
等
の
危
険

生
物
へ
の
対
処
を
は
じ
め
、熱
中
症
や
裂
傷

等
、ガ
イ
ド
中
の
事
故
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
と
し

て
ど
う
対
処
す
る
か
を
一
日
か
け
て
教
わ
り

ま
し
た
。教
わ
っ
た
内
容
は
し
っ
か
り
復
習
し

て
、日
々
の
ガ
イ
ド
で
活
き
る
も
の
に
し
て
い

き
ま
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
博
学
講
座

　

ま
だ
雪
深
い
中
、枝
は
雪
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
の
に
、そ
の
先
に
咲
く
大
き
さ
１
セ
ン
チ

ほ
ど
の
小
さ
な
黄
色
い
花
。ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク

で
す
。

　

マ
ン
サ
ク
の
花
は
、早
春
に
葉
に
先
立
っ
て

咲
き
ま
す
。ま
だ
、雪
深
い
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

で
見
つ
け
る
と
心
が
躍
り
ま
す
。　

　

ロ
ウ
バ
イ
・
ミ
モ
ザ
・
ア
カ
シ
ア
な
ど
、早
春

に
咲
く
花
は
ど
れ
も
黄
色
で
す
。黄
色
は
太

陽
の
色
。暖
か
そ
う
で
目
立
つ
の
で
、昆
虫
に

み
つ
け
て
も
ら
い
や
す
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

アテツマンサクの花

包帯法を実践で学びました

飯南町

■お問合せ・情報提供
国道54号活性化アクションプラン推進協議会
電話76・2864

歴史ばなし

マ

ニ
アック&おもし

ろ

マ

ニ
アック&おもし

ろ

言うな、これは
程原のナイショ話

　谷地区程原集落。毎年秋には入道祭

が行われる。これは平家の落人伝説に

伝わる程原入道をまつるもの。そうで

す、飯南町にも平家伝説があったのだ！

　壇ノ浦の合戦を最後に平家は滅亡。

生き残った平家の武士たちの運命は？

源氏に追われ、深い山奥へ逃れた平家

落人伝説は、日本各地に語り継がれて

いる。程原集落もその一つ。平清盛の

甥である教経の子を身ごもった奥方

が、お供と逃げ込んだのがこの場所。住

人はこの姫を迎え入れ、「姫がいること

を人に言うな」ということから「遊那御

前」と呼んでかくまった。

　住民の温かい心遣いにより、御前は

元気な男の子を産んだ。名は程原入

道。その後、長徳寺を建立し、程原集落

の発展に力を注ぎ、母と共に幸せに暮

らしたという。

　噂話はネット回線より早く伝わる田

舎で、言うな（遊那）といいながら秘密

を守るのは大変だったことだろう。

詳しく聞くなら、谷公民館へ！

※「遊那」の表記には諸説あります。
　本文では、入道神社由緒記に記載
　の「遊那」としています。

のりつね

ゆうな

（
都
加
賀
）

（　

谷　

）

（
上
来
島
）

（
下
来
島
）

（
下
来
島
）

（
下
赤
名
）

（
上
赤
名
）

（
川　

東
）

（
佐　

見
）

（
野　

萱
）

（
上
赤
名
）

お
名
前

親
族

地
区

（92）（92）（69）（103）（92）（98）（91）（76）（100）（92）（97）
光
　
夫

博
　
文

孝
　
志

顕
　
彦

眞
　
一

輝
　
行

弘
　
宣

　
壽
　

悠
　
将

　
厚

石
田
一
登

藤
原  

　
　
薫 

様

杤
木  

　
猛
雄 

様

安
部  

ハ
ツ
ノ 

様

木
村  

　
一
登 

様

内
藤  

ス
ミ
コ 

様

大
場  

　
鶴
代 

様

橋
本  

　
明
宣 

様

五
明
田  

利
子 

様

原
　  

　
正
昭 

様

景
山  

三
与
榮 

様

榎
田  

　
　
子 

様

山
田
　  

隼
也 

ち
ゃ
ん

田
村
　  

琴
葉 

ち
ゃ
ん

烏
田  

　
康
平 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　 

2
月
届
出
分

　
　
　
　
　
　 

2
月
届
出
分

弘
　
幸

　
紘

範
　
昭

（
野　

萱
）

（
上
来
島
）

（
上
来
島
）

新
生
児

届
出
人

地
区

し
ゅ
ん
や

こ
と
は

こ
う
へ
い

猪
垣
に
囲
ま
れ
人
の
暮
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

豊
枝

春
を
待
つ
嫁
の
横
顔
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

大
樹

橋
く
ぐ
る
遊
覧
舟
や
置
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
シ
ヅ
カ

青
き
色
芽
吹
き
初
め
た
り
吾
が
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

垣
内　

良
野

春
立
つ
や
グ
ラ
ス
ほ
の
か
に
温
も
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
康
子

一
人
撒
き
一
人
で
拾
う
福
の
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

征
子

薄
氷
の
下
で
耐
へ
に
し
鯉
二
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
池　

博
子

天
空
を
舞
う
も
競
技
や
冬
五
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
富
美
子

薬
売
り
残
せ
し
一
句
春
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
嶋　

敏
江

本
棚
に
収
ま
り
そ
う
な
雛
探
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
碕
智
惠
美

ふ
り
仰
ぐ
空
の
広
さ
や
雪
卸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
嶋　

昭
男

ゆ
ら
ゆ
ら
と
降
り
く
る
大
き
な
牡
丹
雪
仮
名
一
行
の
文
字
の
如
し

笑
む
母
の
手
の
温
も
り
を
受
け
取
り
て「
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
」と
じ
ん
わ
り
戸
を
引
く

「
東
京
に
積
も
る
大
雪
十
五
セ
ン
チ
」と
ど
う
見
る
我
町
ニ
ュ
ー
ス
の
テ
ン
シ
ョ
ン

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
降
る
雪
雪
に
緊
張
し
な
が
ら
除
雪
機
を
使
う

わ
ら
わ
ら
と
雪
に
繰
り
出
す
園
児
ら
の
見
上
げ
る
口
に
雪
ひ
ら
飛
び
込
む

入
院
を
見
送
り
く
れ
し
カ
メ
虫
は
退
院
を
待
ち
お
り
照
明
つ
け
れ
ば

懸
命
に
重
機
を
あ
や
つ
り
雪
を
か
く
人
に
亡
父
の
背
を
垣
間
見
る

降
る
雪
に
み
す
ゞ
の
心
想
わ
る
る
万
物
に
そ
そ
ぐ
慈
愛
深
さ
を

「
お
ら
が
山
の
み
か
ん
」と
名
乘
る
お
ら
が
顔
熊
本
の
み
か
ん
を
連
れ
立
ち
帰
る

雪
や
ん
で
時
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
真
昼
間
の
野
を
郵
便
車
来
る

吾
と
云
ふ
曲
が
り
し
輩
世
に
出
で
て
算
用
知
ら
ず
も
名
を
こ
そ
惜
し
め

岩
佐　

恒
子

星
野　

敦
子

澤
田　

勝
登

門
所　

詠
子

烏
田　

勝
信

中
村
三
四
二

本
間　

麗
子

吉
川　

暎
子

石
田
フ
ク
エ

澤
田
久
美
子

清
原　

豊
明

俳
　
句
　
琴
峯
華
俳
句
会  

二
月
例
会
作
品
抄

短
　
歌
　
赤
名
短
歌
会  

二
月
詠
草

も
ん
じ

あ
か
り

か
い
ま
み

や
か
ら

さ
ん
に
ょ
う

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

赤名小5年　津和野　陽希 さん

家族名　津和野　明子 さん

あいさつは
　　えがおになれる
　　　　　　まほうだよ

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明る
いまちづくりをめざしましょう。

つわの はるき

あきこ

　

大
万
木
山（
１
２
１
８
ｍ
）。春
、山

頂
付
近
に
は「
サ
ン
カ
ヨ
ウ
」の
花
が
咲

き
ま
す
。夏
に
は
ブ
ナ
林
の
緑
が
映
え
、

秋
は
紅
葉
、冬
は
雪
庇
を
見
に
登
山
者

が
訪
れ
ま
す
。

　

写
真
は
、冬
、明
け
方
の
大
万
木
山

山
頂
。夜
明
け
前
の
空
に
、星
々
が
輝

き
ま
す
。空
気
の
澄
ん
だ
田
舎
だ
か
ら

こ
そ
見
え
る
景
色
。ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
魅
力
が
た
く
さ
ん
の
わ
が
ま
ち
。

せ
っ
ぴ
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5/1 5/2 5/3 5/4 5/5振替休日昭和の日

収集日 収集地区 収集日 収集日
金属類・粗大物 ガラス類

頓原連担地

八神連担地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

教育 健康・保健 文化・体育 その他
2018年　平成30年　4月分

水 木 金 土火月日

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

乳児健診
（保健福祉センター）
育児相談
（保健福祉センター）

小中高入学式
行政相談
（来島基幹集落センター）小中高始業式

春のウォーキング大会
（頓原公民館）

自然と遊ぼう！
山菜採集+α
（谷公：谷笑楽校周辺）

中学校近隣
バレーボール大会
来島小授業公開日

やまめの釣堀
オープン（志津見） 各保育所入所式

空き缶等散在性
ごみ収集活動

春の全国交通安全
運動期間〈～15日〉

まちのスケジュール

18日（水）

23日（月）

25日（水）

24日（火）

16日（月）

18日（水）

17日（火）

9日（月）

11日（水）

10日（火）

2日（月）

4日（水）

3日（火）

頓　原

25日（水）赤　来

笑顔あふれるまち  飯南町
小さな田舎からの「生命地域」宣言

3月号
発行／飯南町　編集／企画財政課　〒690-3513  島根県飯石郡飯南町下赤名880　電話（0854）76-3941  FAX（0854）76-3943　http://www.iinan.jp/

まち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（木） 13日（金）

　2日（月） 　4日（水） 
20日（金） 21日（土）

　7日（土） 　9日（月）

●町の人口4,990人（前月比－16人）●男性2,322人  ●女性2,668人  ●世帯数2,051戸　H30.3.1 現在

広報

し尿汲取り日

［頓原地域］電話72・1401 ［赤来地域］電話76・2441 ［いいしクリーンセンター］電話72・9217
※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

赤名小授業公開日・
PTA総会
ほっと。Cafe

,
（食講座）
（来島保健センター）
10:00～12:30

頓原・志々小授業
公開日・PTA総会

小学校修学旅行
（～20日）
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